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絵画史料にみる近世人のオーロラ認識
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はじめに
　
本論文は絵画史料をもとに江戸時代の人々がオーロラ現象をどのように認識していたのかを論じるものである。
オーロラは通常、北極・南極とその周辺において観測されるが、強烈な太陽フレアが発生すると、稀に緯度の低い場所でも見ることができる。最近では二〇一七年九月
 六日（日本時間）にＸクラスの太陽フレアが観測され、北海道で
はオーロラが見えるの はないかと話題になった。低緯度オーロラは赤い色であることから、古文書・古記録には「赤気」と記されることが多い。日本で も古いオーロラに関する記述は『日本書紀』の推古二八年一二月一日（六二〇年一二月三〇日）条で、雉の尾のような赤気が現れたとある。
（１）
神田茂氏の研究によれば、古代・中世おいてもたび
たびオーロラが見ら ていた 分か が、著名な事例としては藤原定家の『明月記』に記された元久元年正一九日・二 日（一二〇四年二月二一日・二三日）のオーロラがあげられよう。
（２）
　
歴史的オーロラ研究は、これまで主として天文学史において進められてきた。江戸時代のオーロラについては、大
崎正次氏・渡邊美和氏の調査によって史料の所在が明らかにされつつある。
（３）
大崎氏は主として歴史書・随筆・天文
書を調査対象にしていたが、渡邊氏が調査対象を自治体史に広げたことにより、多くの史料が発見されるにいたった。筆者は、両氏が手がけ ない武家・公家・寺社に調査範囲を拡大し、新たな史料を発見するに至った。本稿では、
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収集史料のうちオーロラを描いた絵画史料三点を分析対象とし、作成者の意図を読みとくことで近世社会においてオーロラがど ように認識されていたのかを明らかにしたい。　
管見の限りでは、日本近世史研究においてオーロラを論じた研究は皆無である。
（４）
その理由は、前近代において日
本でオーロラが観測できたという事実がほとんど知られていなかったこと およびオーロラを示す語彙が認識・確定されていなかったことによる。　
そこで、本稿では、まずオーロラを特定する手法とオーロラを示す語彙・表現について述べる。その上で、明和七
年七月二八日（一七七〇年九月一七日）に発生したオーロラを描いた三点の絵を取りあげ、その描かれ方 比較し、そこに込められた作成者の意図を考察す この点を考える上で示唆的であるのは近世社会と彗星の関係を論じた杉岳志氏の一連の研究である。
（５）
同氏は彗星に対する民衆の意識が社会のあり方と密接な関係にあり、社会が不安定で
あった近世初頭には彗星を「凶兆」と見ることが多いが、一八世紀に入り社会が安定してくると、 「吉兆」と考えられるようになったとを論じている。オーロラは彗星に比して非常に稀な天文現象であるため、史料的制約は大きい。しかし、連続した無数の自然現象のなか ら「オーロラ」という一つの出来事を切り出し、史料に記された文脈を読み解くことは、 現象が稀であるが故に、 近世社会における自然と人間との関係を考える上 有効である も言え う。
（６）
このような視点にたって、近世人 オーロラ認識について論じてみたい。　　　
一
　
歴史的オーロラの特定方法と近世におけるオーロラ現象の概要
　
ここでは、まず、歴史的オーロラの特定方法について述べておきたい。
　
歴史的オーロラ研究では、通常、当時 日記などの古文書、歴史書や随筆などの古典籍を用いて、オーロラ現象が
発生した日時を特定することが基本とな 。オーロラを表現する語彙には「赤気」 「白気 が多 といわ るが、こ
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れは古代・中世史料には概ね該当するが、近世史料においては必ずしもそうとは言えないところがある。古代・中世社会において文字で記録を残した人々の多くは公家や寺社に関わる人々であった。 「赤気」 ・ 「白気」という語彙は、そもそも中国の史書にある表現で、この言葉を使うには漢籍の教養が必要とされ　
江戸時代に至り記録を残す人々が庶民層にまで広がると、彼らの多くは、当然ながら漢籍に精通していたわけでは
なかったので、身近な言葉でオーロラを表現した。例えば、オーロラの表現で最も多いものは、見たままを記した「赤い」という言葉 ある。 「赤光」 ・ 「赤雲」 ・ 「紅気」 ・ 「雲焼」 ・ 「珍敷雲」といった言葉や「遠方の火事」 、 「海火事」といった表現も見られる。また、天頂にま 広がったオーロラについて 、 「北一面扇之地紙之ごとく赤、骨之ごとく白キ筋交り」 、あるいは「鯣の鎗の形ち候て と している事例もあ 。
（７）
記録者の教養によるところが大きく、表現が
ユニークであるほど、オーロラと認識しづらいことが多 。　
そこで、オーロラ特定に際しては、まず、異なる二つの場所で記録があることを基準にする。この基準に従うと近
世のオーロラ有力候補は以下のようにな
（８）
・寛永八年四月一六日（一六三一年五月一七日）  観測場所：宮城・京都・福岡
・寛永一二年七月二六日（一六三五年九月七日）　
山形・東京・山梨・新潟・京都・長崎
・享保一四年一二月二八日（一七三〇年二月一五日）　
観測場所：青森・山形・秋田・石川
・元文二年一一月二六・ 七日（一七三七年一 七・一八日）　
観測場所：秋田・山形・金沢・東京
・明和七年七月 八・二九日（ 七 〇年九月一 ・一八日）
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観測場所：北海道・青森・岩手・山形・宮城・福島・茨城・東京・山梨・静岡・長野・愛知・岐阜・新潟・福井・
石川・京都・奈良・大阪・和歌山・三重・兵庫・広島・鳥取・福岡・長崎・宮崎・安政六年八月六日（一八五九年九月二日）キャリントン イベント　
観測場所：青森・秋田・和歌山
  こうして見ると、 概ねマウンダー極小期の前後に発生しており、 太陽活動の活発化と相即していることがわかる。 オー
ロラの特定作業には、中国や朝鮮半島・ヨーロッパの記録との比較、さらには樹木年輪中のＣ
14や極地氷縞コア中の
Be 
10の数値との比較が必要であるため、明和七年・安政六年を除くオーロラ候補については、理系の研究者との共同
研究が必要とされる。　
安政六年八月六日 （一八五九年九月二日） のオーロラを引き起こした太陽フレアは、 観測史上最大のフレアと言われ、
観測者の名前をとってキャリントン・フレアと称されている。このとき、 西半球ではハワイやカリブ海など、 ふだんオーロラが見えない地域で観測された このキャリントン・フレアに関する日本史料は、管見の限り四点しか発見されていない。明和七年のオー に関する史料が一〇〇点近く発見されているのに比して観測史上最大といわれるキャリントン・フレアの史料が残されていないことは疑問でもあった。　
近世社会において、オーロラは日記や歴史書、随筆に記されることが多い。近世史料の残存状況をみると 文書主
義社会の浸透と相俟って一八世紀以降、文書の作成量 増加し、村役人層中心に日記を書く民衆も増加傾向にある。それにも関わらず史料が少ないことについて、従来、当日の天候が悪か ことが原因と考えられてきた。しかし、改めて天気を調べ直し、東アジアにおける磁気嵐の規模推定、磁気嵐とオーロラ観測の時間の対応を検討することで磁気嵐の到達時に日本が昼間だったことが判明した。結果から見れば、当然のことではあるが、理系 文系双方から分析することで明らかにしえた事実であり、歴史的オーロラ 特定作業 難 さも看取できる。
（９）
　
本稿で扱う明和七年のオーロラについて概観し、後段の前提としたい。
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明和七年七月二八日（一七七〇年九月一七日）のオーロラに関する史料は、現時点までの調査において、当日の様
子を記した史料は約七〇点、前後の日付を持つ史料など関連史料を含めると、その数は約一〇〇点に及ぶ。この日は午後八時頃より空が赤くなり始め、午前〇時 まわる頃には、オーロラは天頂にまで広がり、赤くなった空のなかに白い筋＝白気が現れ、その状態が二時間ほど続いた。その後、空の赤みは薄れ徐々 薄れ、明け方には消滅した。この日、突如、夜空に出現した低緯度オーロラ＝「赤気」は北海道から九州にいたる日本各地 観測された。赤気はこれまで見たこともない天変地異として、公家や武家から庶民にいたるまで多くの人々によって記録されることになり、特に武家・公家層は過去の日記や国内外の歴史書を用いて、過去 発生した赤気を調べている。
（
10）
この時の様子は絵
画史料 も残されており、本稿では、 『猿猴庵随観図絵』 ・ 『星解』 ・静岡県沼津市の土屋文書をとりあげ、近世人のオーロラ認識について述べ いきたい。　　　
二
 　『猿猴庵随観図絵』に見るオーロラ
　
ここでは、先ず『猿猴庵随観図絵』
（
11）を取りあげる。
（１）史料の概要　『猿猴庵随観図絵』は尾張藩士高力種信（一七五六～一八三一）によって書かれた絵入りの随筆である。高力種信は幼名を八之助、通称を新三といい、猿猴庵・艶好 吾遊叟等と号した。高力家は近世初期から尾張徳川家 仕えた家で、種信は天明五年（一七八五）に父 与左衛門種篤の知行三〇〇石を継ぎ 馬廻組に配された。その後、寛政四年（一七九二）に大番組に転じ、文化四年（一八〇七）に馬廻組に戻って る。
（
12）
著作活動は明和九年（一七七二）
頃から始めたといわれ、 『東街便覧図略』 ・ 『御鍬祭真景図略』 ・ 『泉涌寺霊宝拝見図』 どの著作がある。
（
13）
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　『猿猴庵随観図絵』は明和四年（一七六七）から安永七年（一七七八）にいたる名古屋周辺の出来事を絵入りで記述した随筆である。内容は①明和四年熱田神宮の御鍬祭、②（年未詳）七月一二日の洪水と東輪寺等における水死者の供養、③明和六年（一七六九）の大旱魃と雨乞、④明和七年の赤気、⑤明和九年（一七七二）大須観音の馬之頭、⑥安永二年（一七七三）の疫病流行、⑦安永六年（一七七七）名古屋万 講中の秋葉山への銅鳥居の奉納、⑧安永七年に町内で流行した子供の遊び、⑨（年未詳）ハリシヤ国の馬の通行からなり、信仰や自然災害に関する事項が多い。　この内容から成立年代は安永七年以降と推定される。よってオーロラの絵も明和七年（一七七〇）以後に描かれた
可能性が高い。　
表紙裏の記述から本史料の旧蔵者は伊藤圭介と特定される。伊藤は名古屋の町医者であったが、のちにシーボルト
から本草学を学び、その時、贈られたツンベルクの『日本植物記』を翻訳し、文政一二年 一八二九）に『泰西本草名疏』として刊行した。（２）高力種信が描いたオーロラ　
本史料の七丁めに明和七年（一七七〇）のオーロラを描いた挿絵がある（図１） 濃尾平野の地平線に垂直に立つ
幾筋もの赤気が印象的な絵である。赤気は地平線に近いほど色濃く、天上に向かって拡散していくように見える。この絵の左上部には、オーロラ発生時の状況について以下のように記されている。【史料１】
（
14）
七月二十八日夕かた北の空うす赤く、遠方の火事かと沙汰するうちに、次第〳〵に色こくなり、夜に入て明き事月夜の如し、戌の刻比より赤気甚しく中に竿の如き白筋幾すじも顕はれ、半天に覆広がりて西東に広く白気数多し、地一面に真赤なりて、諸人おどろきさわぎ、所 生祠にて神楽をあげ、或は念仏をとなへて生たる心地なし、これハ世がめつしるか 火 雨でもふりはせぬかと屋根に水をかけるも有り、高き所に登りてみれば赤気のうちに物の
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煮ゆるか音聞ゆ、夜明には東西に分かつ様に消たり
　【史料１】をもとに七月二八日の夜空を再現してみよう。この日は夕方より北の空が薄赤く、夕焼けとは思えない様子に人々は遠方の火事ではないかと噂し合っていた。空の赤みは次第に濃くなり、夜だというのに月夜のよう 明るさだった。午後八時頃になる 赤気の勢いは盛んに り、白い竿のような筋＝白気 現れはじめ、赤気は天頂を覆い東西に揺らめき、白気の数も増していた。こ 様子に人々はただごとではないと思い始め、神楽をあげたり念仏を唱え りして、神仏の力でこの状況を乗り切ろうとした。夜明けが近づくと赤気は東西に分かれるように消 て った。　挿絵を見ると、全体の上半分にはオーロラ、下半分
にはオーロラに恐れおののく人々の姿が描かれて る家から出て空を眺める人々 中には、子供を背負っている女性の姿もある。また、火事に備えて近くの川ら水を運び、家の屋根に水をかけている者もいる。神仏に祈る者や神楽をあげている姿も見られ 。この異常な様子に鳥たちもいっせい 北 空へ飛び立ち、人々の恐怖を象徴して かのようで し し、そ
図 1　『猿猴庵随観図絵』のオーロラ（国立国会図書館所蔵）
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一方で、空を見ながらのんびりと煙草をふかす村人や、すべてを仏に任せてしまったのか、何もせずに横たわる僧侶の姿もある。この絵はオーロラそのものだけではなく、 不思議な天変現象に右往左往する人々を表現することで、 オーロラが当時の人々に与えた強い衝撃を表現しているのである。　
なお、この絵の部分には伊藤圭介の貼り紙があり、 「明治四年北アカミヘタリ、縦ニナク、横ニナリトミヘタリ」
（
15）
と記されている。 「明治四年北アカ」とは明治四年（一八七二）一二月二六日のオーロラのことを指す。この時のオーロラは秋田・静岡・愛知・茨城・岡山・福岡等で観測されている。つまり 伊藤圭介が明治四年にオーロラを目撃し、それを契機に『猿猴庵随観図絵』を読んだと考えられる。明和七年のときは赤気が地平線に垂直に現れたのに対し、明治四年には赤気が「横に見えた」と記している点が興味深い。（３）オーロラの明るさと音　『猿猴庵随観図絵』のオーロラの絵は科学的にも興味深い論点を提示している。オーロラの明るさと色である。種信は絵中に「夜に入りて明るきこと月夜の如し」と記しているが、明和七年（一七 〇） オーロラの明るさ 関する記述 、他の史料 も見ることができる。例えば「闇之夜なれ共往来白昼より赤く」
（
16）、 「雖闇夜分人面」
（
17）、 「細
書看読手文明白」
（
18）、 「赤キ事草木迄赤見得候」
（
19）、と記されている。海老原祐輔氏はこうしたオーロラの明るさに関
する記述に着目し さらに史料中の「北天火 如朱砂、其中金色指登、越北極星」
（
20）
という表現からオーロラの高度
を導き出した上で、計算機プログラムを用いてこのときのオーロラを再現 た。同氏 分析では、①宇宙空間から降り込む電子は少なくとも磁気緯度三二度から四三度の範囲で降ってい こ 、②一〇〇電子ボルト程度の冷たい電子が選択的に降ってい こ ③電子は極めて大量に降っていたこと 明らかにされた。一般に低緯度オーロラは暗と言われているが、明和七年（一七七〇）のオーロラは極域 見られるオーロラと同等 明るさであったこ が証明されたのである。
（
21）
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－ 153 －
　
また、 『猿猴庵随観図絵』には「オーロラの音」に関する記述もある。
（
22）「物が煮えるような音」と表現されているが、
明和七年のオーロラ関係史料のなかで音の記述があるのは、この史料のみである。オーロラの音について記した近世史料としては、西川如見の『怪異辨断』
（
23）
があるが、そこでは『漢書天文志』 ・ 『晋書天文志』 ・ 『南史』を用い、オー
ロラ（＝「天開」 ）について「天開又ハ天裂ト号ス、夜間天原開裂シテ大光アリ、空中ニ兵馬楼台ノ象等ヲ現シテ有音者也」と記され いる。 『晋書』では音を「如雷」と表現しており 『猿猴庵随観図絵』の記述に比してかなり大きな音だったようである。　　　
三
　『星解』にみるオーロラ
　
次に、オーロラの動きそのものをとらえ 絵を紹介しよう。 ２は『星解』という史料に描かれているオーロラで
ある。
（
24）
この絵はオーロラ研究者の間ではよく知られており、その影響からか、 『星解』もオーロラに関する天文書
であると理解されている節があるが、本史料は彗星 解説書である。作者は寿量庵秀尹という人物で 肩書に「洛下沙門」と ことから、京に住む出家（僧侶） 推測されるが、詳細な人物像 不明である。作成年代は明和七年七月二八日 。本史料には、現在、三点の写 が現存するが、これまでに写本の比較・検討はなされていない。ここでは、 『星解』の写本を比較し、もっとも原本に近い絵を特定するとともに、こ 絵が伝えようとしている現象について考えてみたい。（１）写本の伝来　
まず、 三点の写本の書誌情報を簡単に紹介してみたい。一冊めは東北大学附属図書館所蔵に所蔵されているもの（以
下、 「東北大本」と略す。 ） 、 安政五年（一八五八）一一月下旬に河井という人物によって書写されたも である（図２） 。
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二冊めは松阪市郷土資料室に所蔵されているもの
（以下、 「松阪市本」と略す。 ）で、書写年代は不明である（図３） 。
（
25）
松阪市本は、市内で病院を経営して
いた久留春三氏のコレクションである雨龍閣文庫の一冊で、平成一七年（二〇〇五）に同市に寄贈された。同史料には古書商の正札が挟み込まれており、 「村井敬義は京師書肆也、好蒐集古書、珍籍頗多稀流布世間は数千巻、晩年寄贈、其蔵書全部於神宮文庫今猶以伝、此書其一本也」とある。末尾には本史料の伝来を示す印が捺されており その印文には「天明四年甲辰八月吉旦奉納皇太神宮林崎文庫以期不朽、京都勤志堂村井古厳敬義拝」とある。この印は朱 で ため、明治以降に古書商が捺したと推測される。さらにこ 印の左に「この本ぬし
　
林やそ」と書かれている。つまり、
本史料は、古書商に売りに出されていた段階では 村井古厳が天明四年（一七八四）に伊勢神宮林崎文庫に奉納した一冊と認識されていた。その後、 やそ いう人物を経て古書商に渡り、 大正 年（一九一五）頃、三井家の家史編纂に関わっていた久留伊蔵 春三の父が購入したと推定される。村井 厳は国学者・蔵書家
図 2『星解』（東北大本）のオーロラ
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として知られる人物で、京都で書籍商を営んでいた。　
三冊めは伊勢神宮に所蔵されている （以下、 「神宮本」
と略す。 ） 。
（
26）本史料は裏表紙に旧所蔵者を示す 「氏命」
という記述と印（印文「氏命」 ）がある。末尾には「村井敬義所持する処の原本散逸してあらす、則先考伝写するの一冊を寄贈すること然り
　
于時明治四十一年中
秋
　
荒木田氏」と記されている。つまり、神宮本は、
伊勢神宮の社家荒木田家に伝来 たもので、村井古厳奉納本が失われてしまったことを惜 んだ荒木田氏が明治四一年（一九〇八）に伊勢神宮に奉納した ある。同年にはロシア上空で小惑星（あ いは彗星）が爆発するという事件が起きているが、本史料の はこうした事件 無関係ではないかもしれない。　
神宮本の奥書からは荒木田家が写本を入手した経緯
を知ることができる。それによると、この史料は、文久元年（一八六一）に伊勢御師佐藤吉太夫が所蔵していた『星解』を写したとあ さら 、奥書には、佐藤吉太夫は天明三年（一七八三）八月 林崎文庫 所蔵されて 村井古厳所蔵本を借用し写し取ったと記されている。 「天明三年」とい 記載は、松阪市本の
図３  『星解』（松阪市本）のオーロラ（松阪市提供）
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印文と矛盾するが、これらの記述から、古厳が奉納した『星解』が明治以降、散逸したことは明らかであり、そのことはある程度知られていたと推測される。文久元年（一八六一）は五月から六月にかけて各地で彗星（デパット彗星）が目撃されており、 天明三年（一七八三）はピコット周期彗星が観測された年でもある。写本の伝来状況 ら、 『星解』は伊勢神宮を中心に社家や御師の間では共有化されており、彗星が出現するたびに『星解』の存在に注目が集まり、写本が作成されていったと考えられる。（２） 『星解』の内容構成　『星解』の内容構成を概観しておきたい。本史料の構成は①明和六年（一八六九）八月付の彗星の考図と勘文、②彗星・妖星の図と占い、③彗星の歴史、④明和七年七月二八日の赤気の絵図、⑤赤気の歴史、⑥明和七 夏の客星、⑦赤気の考察となっている。①は明和六年七月下旬に日本各地で見ら たメシエ彗星に関する陰陽頭の土御門家と配下の幸徳井家の考図と勘文であり、土御門泰福は晋書・漢書をも に「天下大水」の兆しと占っ 。朝廷では泰福勘文に従い、八月十一日に臨時の御神楽を執行した。彗星は御神楽執行後、姿を見せなくなった 、九月に入り再度、現れはじめた。この彗星の再発生が泰福の予見通りだ こと 、洪水などの凶事が続いたこともあり 朝廷周辺は彗星が「凶兆」として認識されることになった。
（
27）
本史料中の彗星・妖星にまつわる占いの記述もこうした社会状
況の反映と考えられる さらに秀尹は黄壁山 庵禅師写伝本に記された一条天皇か 桜町天皇に至る彗星の記録を写し取っている。 『星解』は①から④までを書き終えた明和六年（一 六九）八月一一日 完成していたが 同七年夏頃に客星、赤気が出現したことから、⑤から⑦の内容が追加された。前述のように秀尹の人物像は不明ではあるが、土御門家・幸徳井家の考図や勘文を入手できたこ から公家社会との繋がりを持っていたと推測される。（３）秀尹のオーロラ認識
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　『星解』にはオーロラ出現の様子について以下のように記されている。
【史料２】
（
28）
七月廿八日夜、北方隔山左右一面空中赤色也、見人正是大火也、於山北雖在大布施・八升等之村々又久多庄五村人家不多、恐是若州一国大火而模於空見此矣、倩按若州一国無一度於可焼様、但若州城下者小浜也、民多、雖然一度可為焼亡哉 必可有次第遅速、殊小浜者隔路十有七里也、何於京都不可見、 （中略）到丑刻見之東北間尚盛也、赤色中有同色之筋 譬如日没前浮雲覆空隠日、日光従雲間洩光、則光筋、水気之中厚薄有不同、依之従薄所日光指登而見如柱立、會非怪事、至於暁尚回於東、至曙赤光滅、是全雨気之所為也 雖然晴天相続不発雨 併到今月、度々之夕立者正其所為歟、宝永年中亦享保年間在之、會不及論善悪吉凶而已
　【史料２】によれば、七月二八日夜、北方の空が一面に赤くなり、それは大火事が起きたかのようであったという。赤く見えるあたりは大布施（現京都市左京区花脊大布施町）や八桝（現京都市左京区花脊八桝町）付近に思えたが、この地域は民家が少なく 火になるような場所ではない。そこで、秀尹は小浜のあたり火事ではないかと思ったが、城下全体が一度に火事に るとは考えられず訝しく感じていた。午前二時頃に至ると東北の空の赤気はますます激しく赤みを帯び、その赤色のなかには同色の筋が見えていた。その様子は日没前に浮き雲が空を覆い、その雲間から日光が洩れて光の筋 現れたか ようであったとい 。　秀尹は「赤気」を凶事と考えることの可否についても論じている。彼自身は赤気は「雨気之所為」と考えていた。
この年は日本全国が旱魃であったが、オーロラ発生の前後からしばしば夕立があった。 この夕立をオーロラによるも としたのである。さらに、赤気は宝永年間、享保年間にも現れており、善悪や吉凶を占うには及ばないと述べてい 。史料中の宝永年間の赤気 ついて 検討を要するが、享保年間の赤気は享保一四年（一七三〇）一二月二八日のオーロラを指していると思われる。　
また、秀尹は過去の赤気の事例として天正一〇年（一五八二）正月一五日 寛永一二年（一六三八）七月二六日、
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寛文二年（一六六二）三月六日をあげている。
（
29）
このうち、天正一〇年（一五八二）は青森・福島・静岡で、寛永
一二年は山形・新潟・長崎で赤気の記録が残されており、オーロラが発生したと考えられる。
（
30）
寛文二年は各地で日
や月が赤く見えたという記録があるが、
（
31）
これがオーロラを示すかについては検討を要する。なお、秀尹は、天正
一〇年は織田信長死去、寛文一二年は島原 乱、寛文二年は地震が発生したと記している。
（
32）
つまり、善悪や吉凶を
占うには及ばないと記しながらも、オーロラを歴史的事件や災害との因果関係において促えていると言える。（４）オーロラの色と広がり 　
東北大本・松阪市本・神宮本のオーロラを絵を比較すると、東北大本・松阪市本は彩色であるのに対し、神宮本は
墨線のみで描かれている。これらの絵は山の稜線から赤気が放射線状に描か いる点に特徴があるが、山の形や赤気の表現は微妙に異なる。　
松阪市本のオーロラの絵と東北大本のそれとを比較したとき、明らかに異なるのは赤気の色使いである。松阪市本
の赤気は黒みかかっており、オーロラと山の稜線との境界部分および、オーロラの両端が黒く塗られている。オーロラの赤みと黒みについては、勝部青魚の『剪燈随筆』に「山の向こうは黒し、山よりこの方は赤し」との記述 。この「山」とは武庫山を示し おり、 武庫山の手前は赤く、 遠くは黒く見えるというのである。
（
33）この表現は『星解』
の赤色と黒色の描き分けとも一致する。　
また、 【史料２】にある「赤色中有同色之筋」
（
34）
とは宇宙空間から振り込む電子の状況を想像させる記述である。
この記述に従って東北大本と松阪市本を比較すると、松阪市本のオーロラの絵には赤気の中に赤い筋が細く書き込まれていること 気付く、また、赤 白気 割合を見ても、松阪市本 気に比して白気を細く表現しており、赤気の中に白気が現れるオーロラの動きを的確 促えた表現がなされている。こうした文章と絵の比較から東北大本はオーロラを見たことがない者が作成したと考えられるが オーロラ 細部をとらえ 松阪市本はオーロラを実際に見
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た者が作成した写本か、極めて原本に近い写本であると考えられる。　『星解』の絵はオーロラがピークに達した明和七年七月二九日午前〇～二時頃の状況を描いたものと推定できるが、この扇形の広がりは何を表現しているのであろうか。この点について明らかにするために山城国伏見稲荷社 社家、東羽倉家 日記のオーロラ記述をもとに京都からのオーロラの見え方を計算した。
（
35）
【史料３】
（
36）
　
 今夕酉刻より来た北方之空中赤気有之、遠国若狭之方大炎色有之処、亥刻過 弥以甚紅色之雲気北方方半天銀河にセまり、中ニ白気直ニ立上り幾筋共なく子刻過迄同事、忽明忽薄く西東方ニ掛り半天赤方ニ相成、赤気之中ニ星も透見白気一筋銀河ヲ貫キ丑刻 到相納、尤四方一点之雲なく天気 青きなから右ニ替り星光ハ段々見ゆル也
　
東羽倉家の日記には、オーロラの変化が時間毎に具体的に記さ
れており、漢詩等の素養を反映した表現に特色がある。これによれば、オーロラが出現したのが午後六時頃、午後一〇時頃には赤気が激しくなり、その勢いは銀河に迫るほどで 赤気の中から白気が立ち上った。この状態が午前〇時頃迄続き、赤気のなかに星が透けて見え、一筋の白気が銀河を貫いた。この日記の中 「白
????
??????
?
図４　京都から見えたオーロラの再現
（註（36）片岡・岩橋論文　論文より引用）
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気一筋銀河ヲ貫キ」という記述をもとに、この日の天の川が京都の天頂付近に位置していたと仮定し、京都で見えたオーロラを再現すると、 その形は『星解』の挿絵とほぼ同様の扇形になったのである（図４） 。つまり これによって、オーロラは二四度という磁気緯度の低い場所（＝京都）で天頂近くまで広がった巨大なものだったこ が証明されたのである。このことは明和七年（一七七〇）に安政六年（一八五九） キャリントン・イベントと同等かそれ以上の規模 磁気嵐が発生したこ を同時に実証したのである。さらに、この分析を通して、 『星解』の絵がオーロラ現象その自体をとらえた絵であり、確度の高い情報であるこ も明らかにされた。　　　
四
　
土屋家文書に見るオーロラ
　
最後に東海道原宿（現静岡県沼津市）の書役であった土屋家に残されたオーロラの絵を取り上げる。原宿は東町と
西町からなり、 隣町の大塚町とあわせて「原三町」といわれることもあった。同宿は海辺に面しており、 西北に富士山、北に愛鷹山、 東北に箱根山を臨む地域である。宿の設置時期につ ては慶長六年 一六〇 ）説と寛永年間（一六二四～四四）説があるが、慶長六年 沼津宿に出された「御伝馬之定」に「上口ハ原迄」と記されている から、当該期には宿場が存在したと考えられる。
（
37）
慶長一四年（一六〇九） 、高波の被害を防ぐため北側に新たな東海道がつく
られたため、原宿も海岸通りから北側に移動した。
（
38）
享保一一年（一七二八）の村明細帳から宿を概観すると、家数
三八二軒、人別一八四五人、馬一〇七疋となっている。本陣・脇本陣はともに一軒ずつ、旅籠屋は三六軒 茶屋は二一軒、酒屋は一四軒である。このほ 、職人としては大工・鍛冶・木挽・桶屋が存在した。村明細帳には ほかに漁師八四名、漁船一 艘とあるが、これには農間余業 して漁業をする者 含まれていよ 。
（
39）
また、その地理的
環境 ら上方文化と江戸文化の双方の影響下にあった。
（
40）
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図５　富士山とオーロラⅠ（静岡県歴史文化情報センター提供）
図６　富士山とオーロラⅡ（静岡県歴史文化情報センター提供）
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（１）土屋家に残る二枚の絵　
土屋家には二点のオーロラの絵が残されている。いずれも富士山と愛鷹山の間に見えたオーロラを描いたものであ
る。まず、それぞれの絵について説明しておきたい。　
図５は画面中央 富士山、その手前に愛鷹山を配置し、両山の間の赤みを帯びた夜空に大きく七本の白気 て
いる。富士山の後背に山が見えるが、これは当初、作者が描いた富士山であり、構図を変更したためか、黒く塗りつぶされている。右上部には絵の説明として、 「明和七年戊寅七月廿七日夜九ツ時、富士・あし高之間より赤く成し、如斯中ニ白キすし十四・五本ツヽ出ル、右之赤ミ東西へ啓ク」とあり、七月二八日午前〇時頃、富士山と愛鷹山の間の空が赤くなり、 そのなかに白い筋 一四・一五本ほど現れたと書かれている。その後 空の赤みは東西に広がっていったという。
（
41）
　
図６は図５と同様に富士山の手前に愛鷹山を描いており、右上部に絵の説明として「其夜八ツ過より段々と赤ミう
すく、ほし見ゆること如斯」と書かれており、七月二八日午前二時頃、空の赤みは少しずつ薄れ、星が見えはじめたという。
（
42）
富士山のまわりにある「黒い丸」は星を表現していると思われる。つまり、図５はオーロラの光が最盛期
を迎えた状況 図６はオーロラが消滅していく状況を描いているのである。　
しかしながら、この絵にはいくつかの矛盾点がある。第一に と愛鷹山の位置関係があげられる。この絵が描
かれた東海道原宿付近から富士山を見ると、愛鷹山と富士山はほぼ同様か愛鷹山の うが高く見えるのであ このこと ら、絵のほうは富士山を強調した構図になっていると言える。このほ 、特徴的な表 として宝永噴火による火口が強調されている点がある。　
第二に富士山頂に積雪が描かれていることがあげられる。富士山の初冠雪 ついては、甲府気象台 一八九四年以
降の記録が残されている。これによると、最早日が八月九日、最晩日が一〇月二六日で平均九月三〇日となっ い 。単純な比較はできないが 旧暦七月二八日（新暦九月一七日）の富士山初冠雪 つ は検討を要するところである。
（
43）
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第三にオーロラが見えたとする日付である。図中の文章にはオーロラは明和七年七月二七日に現れたと書かれてお
り、しかも明和七年の干支を戊寅と記している。実際にオーロラが出現したのは七月二八日の夜であり、同年の干支は庚寅である。日常生活 基準 干支におく近世人がそれを誤るとは考えにくい。沼津市域には明和七年のオーロラを記録した史料として「大平年代記」 ・ 「せ間聞書覚」が、これらの史料においてもオーロラの出現は 月二八日と記されている。以下に史料を示しておく。【史料４】
（
44）
同廿八日之夜、暮会より子丑ノ方四ツ時より空甚く赤ク、四ツ半時ニは地より火柱ノ様ニ日足共可言ツ、何筋共なく空
江吹登り候、当年ハ何年ニも無之四度之不思等儀、是甚タ凶事なるへしと致評議候
【史料５】
（
45）
七月廿八日、冨士・愛鷹方一面ニ赤キ雲出、はけニてはき候様ニ相ミへ、此節我修善寺ニ入湯、三嶋・沼津火事有之候様ニ皆申候 後承候得ハ日本国中如斯之由 廿八日之夜四ツ時也
　【史料４】は鎌倉時代初期から明治初年までの大平村の歴史をまとめた「村方旧記」である。作成者は不明であるが、市域内に写本が四本伝来しており、村落上層民を中心にある程度、共有されていたと考えられる。 【史料５】 、原宿の素封家として知られる植松家六代目当主與右衛門が明和四年（一六六七）から同九年（一七七二）までの出来事を記した記録である。オーロラ発生時、與右衛門は修善寺に湯治に行っていたため、沼津にはいなかったが、オーロラは修善寺からも見え、三島、沼津方面の火事のように見え という 【史料４】 ・ 【史料５】に見 限り、オーロラの発生時刻は二二時頃 、二三時頃より白気が立ち上った。 【史料４】の「四度之不思議」とは明和七年の日蝕・星食・彗星・オーロラのことを指している。上記の二点の史料から沼津地域 はオーロラが見えていたのは七月二八日深夜となるため、図５の日付は誤記を言え 静岡県内では、このほかに①「横須賀根元歴代明鑑」
（
46）、②「今泉邑宝鑑」
（
47）、 ③「内山真龍公伝」
（
48）にオーロラの記述がある。①から③はいずれも明和七年以降の編纂物である。①のみオー
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ロラが発生した日を七月二十七日と記しているが、全体として年代ごとに記述されていないため、信憑性に欠くと言える。（２）描かれることの意義　
これらの矛盾点を考慮すれば、土屋家文書の絵はオーロラ発生時の史料ではなく、後に描かれたものであろう。そ
の点でオーロラ現象のそのものの分析対象としては適切ではないかもしれない。しかし、なぜ、この絵が描かれたのかを明らかにすることは、江戸時代人のオーロラ認識を考える上では有効であろう。　
そもそも、同家には、この二点を含む五点の富士山の絵が残されおり、これらは張り合わされ巻子に仕立てられて
いた。五点のうち三点は宝永四年（一七〇四）の富士山噴火を描いたもので「昼の景気」 ・ 「夜の景気」 ・ 「焼納りの景気」というタイトルが付され、一一月二三日から一二月九 までの状況 記した文章も添えられている。
（
48）
この五点の絵
のうち、噴火を描いた三点とオーロラを描いた二点の筆致は明らかに異なる。 「昼の景気」と「夜の景気」は宝永四年一一月二三日から同年一二月八日迄続いた噴火 様子を描いたもので、前者では噴火口 らあがる噴煙が、後者では噴火口からあがる 焔と砂石が印象的な絵であ 「焼納り 景気」には一二月九日午前四時頃 大爆発音を最に噴火が収まり、噴火口の手前に宝永山が現れた様子が描かれている。　
先行研究によれば、沼津地域は隣接する小山・御殿場地域に比して被害は小さかったと言わ ている。
（
48）
この五点
の絵を所蔵している土屋家には、 「見聞・覚え書」という延宝期 延享四年（一 四七）までの村の歴史を綴った村方旧記が されている。宝永四年 富士山噴火については、 「雲夥敷湧キ出、如雷大ニなりひびき、諸人是ヲ見テ何事歟不審也、世滅ル相歟と老若男女肝ヲケシ驚入」 、 「扨晩方より大火上ル、火見ユル事御山一倍高し、夜九つより二十四日之朝迄弥々つよく、大かみなり之ごとく夥敷大地 ひびき、家うごき、戸はめなり渡り、すさ じ 事」とあ 、噴火の凄まじさと恐れおののく村人の様子が看取できる。
（
49）「見聞・覚え書」は村の歴史を一一九項目に分
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けて記しており、そのうち火災一三件は冒頭に置かれ、地震・噴火・強風・高潮・大雨・洪水といった自然災害の記録は二五件を数える。一一九項目のうち、災害記録が占める割合は全体の約三一％にあたる。当該地域では火災が最も恐れるべき災害であったが、その他 災害も文字で残すべき村の歴史であった。宝永の噴火が当該地域に与えた影響は決して小さいもの はなく、噴火 推移は、後世に伝える 事柄だったのである。土屋家の人々にとって富士山の変化は大きな関心事であり、明和七年（一七七〇）のオーロラは富士山に何らかの変化が生じた結果の現象と考えたのではないだろうか。だからこそ、富士山の変化を示すものとしてまとめたのであろう。その記録が「絵」である意味も大きい。文章で示すよりも、その異常な状況を的確に伝えられる らである。土屋家に残されたオーロラ絵は、当該地域固有の災害認識を示す史料と言えるのである。　　　
おわりに
　
以上、明和七年（一七七〇）のオーロラにまつわる三点の絵を紹介してきた。これらの絵は、それぞれ、①オーロ
ラ現象に対する人々の恐怖の意識、②オーロラ現象その に対する関心、③富士山の災害記録の伝承 いう意味をもっていた。　
江戸時代のオーロラ記述は日記や随筆・編纂物のなかに断片的に記述されることがほとんどである。現象自体が非
常に稀なことであるため、彗星や日食・月食と言った天体記録と比べて記述も少ない。しかし、逆 非常に稀な現象であるが故に絵に残され とも言える。こうした絵画史料は 献史料と合わせてみることで、より理解を深めることができる。また、文理融合研究の進展によって 『猿猴庵随観図絵』や『星解』を用いた オーロラの明るさや色、広がりに関す 科学分析がな 、史料の可能性が広がった。このことは絵画史料 信憑性を増すと同時に 八世紀の後半の知識人層が的確 天体 を捉えうる力を持ってい ことも示してい 。 『猿猴庵随観図絵』に見られ よ
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うな、オーロラを遠隔地の大火と捉える見方は当時の人々に共通する認識である。しかし、その不可解な、人間の力が及ば い自然現象 神仏の力で乗り切ろうとするところに民衆世界のオーロラ認識を見ることができる。これに対し、 『星解』のオーロラ解釈は特異 はあるが、文献を用いて過去 遡って同様の現象を探 出そうとしている点さらに同年の気象等と鑑みて し、 「吉凶を論じるに能わず」と結論づけている点に一八世紀半ばの「知」の在り方を看取できる。そして、土屋家のオーロラの絵は富士山の変化の記録として、絵と文字で後世に情報を伝えていくという一八世紀的な情報伝達の在り方を示している。三つの絵画史料から自然現象に対す 認識が観察者の社会的諸関係に規定されることが看取できる。明和七年のオーロラの絵は、低緯度オーロラの姿を写し出すと同時 、近世人が非常に稀な自然現象をどのような文脈で理解していたかを示す重要な史料なのである。
　　　　　
註（１）日本古典文学体系六八『日本書紀』下（岩波書店、一九六五年）二〇三頁。
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ical Society of Japan , Volum
e 69, Issue 6, id. 86, 2017 
（２）財団法人冷泉家時雨亭文庫編
　
冷泉家時雨亭叢書第一期第七回配本第五六巻『明月記』一（朝日新聞社、
一九九三年）五一一～五一二頁。神田茂編『日本天文史料』下（原書房、一九七八年）七二七～七三三頁、 『明月記』に記されたオーロラ分析した研究としては以下の論文がある。
R.K
ataoka et al,H
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eather 
m
onitoring of prolonged aurora activities in Japan and in C
hina, Space W
eather, 15(2), 392-402, 2017
（３）大崎正次編『日本近世天文史料』 （原書房、一九九四年） 、渡邊美和『続日本天文史料』 （暫定版） （私家版、
二〇〇七年） 。
（４）天文学史において、 オーロラを論じた研究としては、 神田茂「 邦における極光の記録」 （ 『天文月報』第二六号
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一九九三年） 、 中沢陽「日本における低緯度オーロラの記録について」 （ 『天文月報』第九二巻二号、 一九九九年） 、同「低緯度オーロラとその民俗」 （ 『高志路』第三三八号、二〇〇三年）などがある。現在、異分野融合研究として文理の研究者による共同研究が進められており、その成果としては註（１）
H
ayakawa
論文・ （９）
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ayakaw
a
論文、註（２）
kataoka
論文、
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ents, APJ 10. 3847/2041-8213/aa 9661, 2017
などがある。
（５）杉岳志①「書籍とフォークロア―近世の人々の彗星観をめぐって―」 （ 『一橋論叢』第一三四巻四号、 二〇〇五年） 、
同②「徳川将軍と天変―家綱～吉宗期を中心に―」 （ 『歴史評論』第六六九号、二〇〇六年） 、同③「近世中後期の陰陽頭・朝廷と彗星」 高埜利彦他編
　
近世の宗教と社会二『国家権力と宗教』 （吉川弘文館、二〇〇八年） 。
（６）野家啓一『物語の哲学』 （岩波現代文庫、二〇〇五年）三一四～三一五頁。（７）富士市教育委員会編『富士郡今泉邑宝鑑往古抜差』 （富士市教育委員会、一九八九年）五六七
～
五六八頁、田辺
市教育委員会編『紀州田辺万代記』 （第四巻、 清文堂出版株式会社、 一九九二年）四九六頁。オーロラを示す語彙、および明和七年オーロラを中心にした近世史料におけるオーロラ記述の分析 つい は別稿を準備している。
（８）観測場所については、大崎正次 日本近世天文史料』および渡邊美和『続日本天文史料』のデータに今回の
調査結果を加えて特定した。
（９）
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e 68,Issue 6, id. 99, 2016 早川尚志・岩橋清美「東アジアの歴
史書に記録されたキャリントン・イベント」 （ 『天文月報』第一 〇号七巻、二〇一七年） 。
（
10）広橋兼胤「八槐卿記」 （国立公文書館所蔵）などに見られる。
（
11）高力種信『猿猴庵随観図絵』 （国立国会図書館所蔵） 。
（
12） 『名古屋市博物館資料叢書３
　
猿猴庵の本
　
東街便覧図略』巻六（名古屋市博物館、二〇一七年） 「はしがき」 。
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（
13）高力種信の随筆は猿猴庵の本として『東街便覧図説』巻一～六（二〇〇一～二〇一七年） 、 『御鍬祭真景図略』
一～三（二〇〇四～二〇〇八年）等が名古屋市博物館より刊行されている。
（
14） ・ （
15）註（
11）に同じ。
（
16） 「籠耳集」 （原田伴彦他編『日本都市生活史料集成』第一巻、三都篇Ⅰ、学習研究社、一九七 四〇五～
四〇六頁。
（
17） 「続史愚抄」 （ 『新訂増補
　
国史大系
　
続史愚抄』吉川弘文館、一九六六年）六八九頁。
（
18） 「内山真龍公伝 天竜市役所編『天龍市史』史料編六、天竜市役所、一九七九年）三〇三頁。
（
19） 「年代記」 （石巻市史編さん委員会 石巻の歴史』第九巻資料編三近世編、石巻市 一九九 年）六 四頁。
（
20）註（
18）に同じ。
（
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ber 1770 , Space W
eather, 
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（
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（
23）西川如見『怪異弁断』 （国文学研究資料館所蔵 。
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（
25） 『星解』 （松阪市郷土資料室所蔵久留家 書） 。
（
26） 『星解』 （神宮文庫所蔵 。
（
27）註（５ 杉③論文。
（
28） ・ （
29）註（
25）に同じ。
（
30） ・ （
31）註（３）渡邊編書。
（
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25）に同じ。
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36）明和七年「日記」 （東丸神社所蔵） 。
（
37） 『沼津市史』通史編近世（沼津市、二〇〇六年）六四頁。
（
38）沼津史料集成六『原宿問屋渡辺八郎左衛門日記』 （沼津市、一九七九年） 、註（
37）六四頁。
（
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44） 『大平村古記録』 （沼津市教育委員会、二〇〇〇年）六八頁。
（
45） 『原宿植松家日 ・見聞雑記』 （沼津市教育委員会、一九九五年）三頁。
（
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付記　
本研究は国文学研究資料館大型フロンティア事業「日本語の歴史的典籍国際共同研究ネットワーク構築計画」 、総
合研究大学院大学学融合研究「天変地異と人間社会の変遷：言葉の在り方と世界の在り方」 （研究代表者：片岡龍峰）の成果の一部である。なお、 「富士山宝永噴火之絵図」の所在については中西一郎氏に御教示いただいた。記して感謝の意を表する次第である。
